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人
物

　
　
　
　
　
女
。

　
　
　
　
　
男
。

　
　
　
　
　
酔
漢
。

　
　
　
　
　
駅
夫
。

　
　
　
　
　

　
　
場
所

　
　
　
　
　
大
都
会
の
郊
外
に
通
ず
る
高
速
電
車
の
小
停
留
場
。

　
　
　
　
　

　
　
時
代

　
　
　
　
　
現
代
。
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舞
台
は
プ
ラ
ツ
ト
フ
オ
ー
ム
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
正
面
に
腰
掛
。

　
　
　
　
　
終
電
車
の
時
刻
。

　
　
　
　
　
初
夏
。

　
　
　
　
　
自
称
紳
士
風
の
酔
漢
が
、
た
だ
一
人
、
腰
掛
の
上
に
横
は
つ
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
電
話
の
呼
鈴
。

職
業
婦
人
ら
し
く
も
見
え
、
そ
れ
に
し
て
は
、
や
や
夢
想
家
ら
し
い
、
そ
れ
で
、
ど
こ
と
な
く
、
多
分
口

　
元
で
あ
ら
う
　
　
冷
た
い
魅
力
と
い
ふ
や
う
な
も
の
を
有
つ
た
女
、
二
十
四
五
で
あ
る
、
小
走
り
に
入

　
り
来
る
。

酔
漢
か
ら
、
や
や
離
れ
て
、
腰
を
か
け
る
。

手
提
袋
か
ら
大
形
の
角
封
筒
を
出
す
。
手
紙
で
あ
る
が
、
そ
の
封
を
切
つ
て
、
中
身
を
読
む
。

無
表
情
。
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そ
の
間
に
、
一
人
の
若
い
洋
服
　
　
学
生
の
臭
ひ
が
ま
だ
抜
け
き
ら
な
い
中
折
帽
の
被
り
方
　
　
が
、
こ

　
れ
は
、
悠
然
と
、
入
り
来
り
、
勿
論
、
電
車
を
待
つ
も
の
の
、
気
ぜ
は
し
い
心
持
で
、
そ
れ
と
な
く
、

　
女
の
方
を
盗
み
見
な
が
ら
、
プ
ラ
ツ
ト
フ
オ
ー
ム
を
行
つ
た
り
来
た
り
す
る
。

女
は
、
そ
れ
に
頓
着
な
く
、
手
紙
を
読
み
終
り
、
殆
ど
、
後
悔
し
た
も
の
の
や
う
に
、
そ
れ
を
引
裂
き
、

　
が
、
一
寸
棄
て
場
に
困
つ
て
、
手
提
袋
の
中
に
し
ま
ふ
。

男
は
、
流
石
に
、
此
の
態
度
に
気
を
惹
か
れ
た
ら
し
く
、
う
つ
か
り
、
立
ち
止
つ
て
ゐ
る
。

女
は
、
此
の
時
、
男
の
顔
を
見
上
げ
る
。

男
は
、
慌
て
て
女
の
視
線
を
避
け
る
。
と
、
同
時
に
歩
き
出
す
。

女
は
、
そ
れ
を
、
眼
で
追
ふ
。

男
が
、
「
廻
れ
右
」
を
す
る
、
そ
の
序
に
、
素
早
く
、
か
す
め
る
や
う
に
、
女
を
見
る
。

が
、
丁
度
、
意
外
に
、
二
人
の
視
線
が
合
ふ
。
男
は
、
極
め
て
、
初
心
に
、
ま
ご
つ
く
。
そ
れ
は
、
思
ひ

　
出
し
た
や
う
に
、
ヅ
ボ
ン
の
裾
を
払
ふ
の
で
あ
る
。
一
、
二
、
三
と
、
意
味
あ
り
げ
に
、
指
を
折
つ
て
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見
る
の
で
あ
る
。

女
は
、
や
や
皮
肉
に
、
笑
ふ
。
失
笑
で
あ
る
。
が
、
顔
ほ
ど
に
、
心
は
嗤
つ
て
ゐ
な
い
。

こ
れ
が
、
男
を
考
へ
さ
せ
る
。
そ
の
考
へ
込
み
方
は
、
か
な
り
平
静
を
欠
い
て
ゐ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
考

　
へ
の
延
長
と
も
思
は
れ
る
や
う
に
、
改
札
口
の
方
へ
姿
を
消
す
。

女
は
、
プ
ラ
ツ
ト
フ
オ
ー
ム
の
縁
に
歩
み
寄
る
。
そ
れ
は
、
電
車
が
も
う
来
さ
う
な
も
の
だ
と
思
ふ
時
の
、

　
誰
で
も
が
す
る
動
作
で
あ
る
。

突
然
、
前
の
男
が
現
は
れ
る
。
快
活
な
、
然
し
、
相
当
慎
み
深
い
青
年
が
、
あ
る
決
心
を
促
さ
れ
て
ゐ
る

　
時
の
や
う
な
、
興
奮
を
示
し
て
ゐ
る
。

そ
の
跫
音
で
、
女
は
振
り
返
る
。

男
は
、
そ
の
刹
那
、
一
種
異
様
な
笑
顔
を
作
る
。
蓋
し
、
計
画
し
て
ゐ
た
笑
ひ
で
あ
る
。
思
ひ
切
つ
た
笑

　
ひ
方
で
あ
る
。
が
、
結
局
、
悔
恨
、
嘆
願
、
自
嘲
、
弁
疏
、
さ
う
い
ふ
感
情
の
、
極
め
て
複
雑
な
表
示

　
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
、
だ
ん
だ
ん
、
憂
鬱
に
さ
へ
な
つ
て
来
る
。
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女
が
、
今
度
は
、
ぷ
い
と
眼
を
反
ら
す
。
そ
れ
か
ら
、
考
へ
さ
せ
ら
れ
る
。
然
し
、
そ
の
考
へ
方
は
、
心

　
憎
い
ま
で
、
平
静
で
あ
る
。
寧
ろ
冷
静
で
あ
る
。
こ
の
時
、
彼
の
女
の
夢
想
家
ら
し
い
表
情
が
、
最
も

　
あ
ざ
や
か
に
浮
ん
で
来
る
。

男
は
、
絶
望
的
に
、
腰
を
卸
ろ
す
。

女
は
、
ふ
と
、
何
か
を
思
ひ
つ
め
た
や
う
に
、
急
い
で
、
と
は
云
ふ
も
の
の
、
そ
の
急
ぎ
方
は
、
今
度
こ

　
そ
、
わ
ざ
と
ら
し
い
、
寧
ろ
、
急
ぎ
た
く
な
い
、
た
だ
、
急
い
で
ゐ
る
ら
し
く
見
せ
か
け
れ
ば
い
い
、

　
さ
う
い
ふ
調
子
で
、
改
札
口
の
方
に
歩
を
運
ぶ
。
も
ち
ろ
ん
、
男
の
方
は
見
な
い
。

男
の
、
割
合
に
微
か
な
溜
息
。

女
の
姿
が
、
い
ま
消
え
よ
う
と
す
る
。

悩
ま
し
げ
な
男
の
眼
が
、
空
を
射
よ
う
と
す
る
瞬
間
で
あ
る
。
女
が
、
男
の
存
在
を
、
最
後
に
、
し
つ
か

　
り
見
届
け
る
、
さ
う
い
ふ
風
に
後
ろ
を
振
り
返
る
。
二
人
は
、
笑
ひ
合
ふ
。
「
さ
つ
き
は
面
白
う
御
座
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ん
し
た
ね
」
　
　
と
い
ふ
や
う
に
、
あ
つ
さ
り
、
然
し
、
心
か
ら
の
如
く
笑
ひ
合
ふ
。
が
、
此
の
場
合
、

　
自
然
、
女
の
方
に
は
、
い
く
ら
か
、
相
手
を
慰
め
る
心
持
、
そ
れ
が
媚
び
と
も
見
え
よ
う
、
男
の
方
に

　
は
、
名
残
惜
し
さ
に
似
た
心
持
ち
、
そ
れ
が
ま
た
、
情
熱
の
告
白
と
も
見
え
よ
う
、
さ
う
い
ふ
も
の
が
、

　
何
処
か
に
感
じ
ら
れ
る
。
女
は
、
か
う
し
て
は
ゐ
ら
れ
な
い
と
云
ふ
や
う
に
、
そ
れ
よ
り
も
、
此
処
に

　
ゐ
る
の
が
よ
く
な
い
と
で
も
云
ふ
や
う
に
、
の
が
れ
去
る
。

電
話
の
呼
鈴
。
間
。

男
は
、
何
事
も
な
か
つ
た
や
う
に
、
反
対
の
方
に
歩
き
出
す
。
が
、
す
ぐ
元
の
席
に
還
る
。
突
然
、
席
を

　
起
つ
、
改
札
口
の
方
へ
、
大
股
に
歩
く
。
急
ぐ
、
が
、
急
い
で
ゐ
る
と
思
は
れ
た
く
な
い
、
さ
う
い
ふ

　
歩
き
方
で
あ
る
。

駅
夫
が
出
会
ひ
頭
に
現
は
れ
る
。

「
も
う
来
ま
す
よ
」
と
い
ふ
合
図
を
す
る
。

男
は
、
手
早
く
、
駅
夫
に
切
符
を
渡
す
。
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駅
夫
は
、
そ
れ
が
何
の
た
め
か
わ
か
ら
ず
に
、
受
け
取
つ
た
切
符
を
見
つ
め
て
ゐ
る
。

そ
の
ひ
ま
に
、
男
は
、
姿
を
消
す
。

駅
夫
は
、
男
を
見
失
つ
て
、
一
寸
、
と
ぼ
け
た
顔
を
す
る
。

が
、
「
な
ん
だ
、
さ
う
か
」
と
い
ふ
顔
附
を
し
て
、
鼻
を
啜
る
。

プ
ラ
ツ
ト
フ
オ
ー
ム
を
、
機
械
的
に
歩
き
な
が
ら
、
口
の
中
で
何
か
独
言
を
い
ふ
。

踵
で
、
く
る
り
と
廻
る
。
今
度
は
、
改
札
口
の
方
へ
、
舞
踏
の
足
取
り
か
な
に
か
で
、
立
ち
去
る
。

酔
漢
が
、
眼
を
さ
ま
す
、
慌
て
て
、
居
ず
ま
ひ
を
正
す
　
　
大
勢
の
人
に
醜
態
を
見
ら
れ
て
ゐ
る
、
そ
の

　
不
覚
を
悟
つ
た
や
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幕
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
岸
田
國
士
全
集1

」
岩
波
書
店

　
　
　1989
（
平
成
元
）
年11

月8

日
発
行

底
本
の
親
本
：
「
チ
ロ
ル
の
秋
」
第
一
書
房

　
　
　1927

（
昭
和2
）
年6

月15

日
訂
正
第3

刷
発
行

初
出
：
「
演
劇
新
潮
　
第
二
年
第
一
号
」

　
　
　1925

（
大
正14

）
年1
月1
日
発
行

※
表
題
は
底
本
で
は
、
「
軌
道
《
レ
ー
ル
》
（
黙
劇
）
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
底
本
の
親
本
は
第2

刷
ま
で
、
「
岸
田
國
士
戯
曲
集
」
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

入
力
：kom

pass

校
正
：
門
田
裕
志

2011

年12

月23

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
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ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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